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いします｡ 私は大学から熊本学園大学で, 国際経済学科だったんです｡ 木曽先生は存じ上げ










た｡ その後就職いたしまして, 現在民営化しておりますが, 九州郵政局という熊本城の近く
に務めていたときに, こちらの岡本先生にお誘いをいただいて大学院の修士課程に社会人入
学ということで年にですかね, 吉川さんと同期で年に入学しました｡ 社会人だったせ
いにしたいんですが, 半年ほど遅れて修了いたしました｡ で, 同じようにドクター進学を考
えておりましたらこちらの慶田先生にご指導いただいていましたので, 当時九州大学にいらっ
しゃいました細江先生のゼミの所属になりました｡ その後なんとか博士号もお情けでいただ












































どの学科の違い等をみて, とにかく僭越ながら, 軌道修正とは言いませんけれど, これは国
際経済学科開設周年ですからとくに私は関係ないと言う方でもたまたま本学にいらっしゃっ
たなら他学部で違った間接的な経験がおありでしょうから｡ これは能書きね｡ で, 私が準備
したもう一つ, 皆さん方に今まで経歴と言った形での, 経歴や略歴で聞いた御苦労をねぎら
うということと, もう一つ, いわば原点に返って, 新しい学科の話をして, あたりまえのこ
とですけど, 当時で言えば新たに開設された国際経済学科の, たとえばどういう意味で, ど
うゆう理由で志望したのか｡ そういったことを含めて, いわば入り口を, なぜそうだったの
かということを振り返ってもらいたい｡ そして他大学, 学部, 学科ではやったものがないと
いうカリキュラムだったはずという意味で中身に関する議論や, その間に研修があるとかあ














































かけで大学院に行こうと思ったんです｡ また, サークルに入っていたんですけども, 顧問の
先生が坂上先生で, その話をしたら, 数学が勉強に必要だということで, 大学年生のとき
から数学のゼミを毎週回されていて, そこでとにかくひたすら数学を毎回怒られながらやっ
――
たという年間でした｡ 結局数学ばかりやっていたので, 経済学, 受験に必要な経済学って
いうのはまだ国際経済学科が開設されたばっかりということで, ミクロ経済学, マクロ経済
学が必修ではなかったんです｡ ですから, それはそれで勉強しなきゃならなかったんですけ






ですね｡ いまでこそ各大学, 大学院, 社会人にたいする体制は整ってますが, 今から十何年
前の段階で, きちんと社会人をむかえいれようと施策とってらっしゃったというのは先見の





書き方にいたるまで, ほんとうに大学で, この学園大学で, 基礎を培ったというふうに自分




できますかと聞きましたら, いろんなところに就職できます, まあつぶしがききます｡ と言
われたので, 私は将来どういうふうな職業になりたいとその時点で決めてませんでしたので,
経済学部に行こうと, すごく単純な理由で進学しました｡ だから, 大学に行って何をしたら
いいかわからなかったんですよね｡ ただ, 坂上先生の講義のときに, 経済学っていうのはい
ろんなことを分析することができるんだよ, ということを教えていただいて, 経済学ってい
うのは人々の自由と尊厳を守る学問であり人々の幸福を考える学問なんだというふうな言葉
に, すごく感銘をうけたんですね｡ なるほどと, 経済学を勉強したいなと思えたんですよね｡
経済学を勉強しようということで, 図書館とかにいっていろいろ理論系の経済学の本にチャ
レンジする一方で, 一般的なミクロ, マクロの教科書で, 市場はこうなりますよということ
はわかったんですけども, それが人々の幸福にどうつながるか, そこが実はピンとこなかっ
――
たんですよ｡ まあそれが経済学部のころだった｡ 勉強不足だったんだろうな, と思っていま
す｡ 修士課程に行くときに, ルウィン先生の講義をとらせていただくことになって, 開発経
済学で, ほんとにダイレクトにみんなの幸福というのを考える, という講義を受けさせてい










学, マクロ経済学というのは, 抽象的なものを考える, 思考力を養えることができて, 一方
でルウィン先生の授業もそうでしたが, 意外に抽象的な理論と実践が両方学べるような, カ







いうように, 記憶しています｡ 出口ですかね, こちらの先生方はほんとに協力的で実は私,
アメリカの大学に行きたいと思って推薦状を書いてもらいながらも行けなかったのですが,
お願いしたらですね, ほんとに皆さん快く, 応援してくださいまして, 先生と距離が近いと
いう話がありましたが, そういうのは感じました｡
西田ありがとうございました｡ 特別ゲストの木曽先生に関しましては, ちょっといままでの
発言の資格はないとは申し上げませんが, 別な形で, こう一つご意見とか, そういえば, 皆
さん方のね全員の在学中に, いい意味での試行錯誤的なものをやってて, 必ずしも国際経済
学科が提供するカリキュラムすべてとは言わないけれども, そこに理論と実践とか, 相対関
係とか, われわれにとってはびっくりですよ｡ いやいやそこまで考えてね｡ 話せば時間がか
――
かるけど, いくつかの柱があるわけですよ｡ 文部省のお仕着せなんですよ｡ それからわれわ
れは, 岡本先生, 永井先生も, そこからいかにはみだすか, はみ出さないと特徴がでないん
だというわれわれのポリシーだったんですね｡ それが国経経済とか国際化とか, ひとつのキー
ワードだったと｡ 若い方はね, 今どきなんだそんなこと, われわれは今から国際的にいろん
な難しい文化を超えて交流を深めて行くんだから, それを総括的に異文化理解という, その
ためには学生をビックリさせなきゃいかん, ショックをうけさせんとね｡ 日本人のアイデン






い, 普通の経済やって国際やっていて, それは, 僕がいたころを考えてみると, こちらの経
済学科の学生さんの持っている, たとえば途上国の知識だったり, あとは国際経済の知識だっ













































石黒そうですね, 国際経済学科であることを意識, 強く意識したのはまず, 周りにいる国際
経済学科の人たちが, 韓国人とか中国人の留学生とか, アメリカからきている留学生と関わっ
ている人が多かった｡ 学生の中で国際的な感覚が養われているような気がしました｡ たまた
ま私がそのような人たちと一緒にいたのかもしれませんが｡ で, もう一つはですね, 先生で
――
すね｡ やはり先ほどからおっしゃったように, マスデン先生やルウィン先生がいらっしゃっ
たり, 国際的な視野で物をみていらっしゃる人が多くて, 影響をうけてしまうとか, すごく
感化されたことがあります｡ あと面白いのは, 経済学の授業で経済史とかがあったんですけ
ども, 国際って横軸だけじゃなくて縦軸も結構あってイギリスの経済史なんかやると見方が





これは私の考えだけど, ギャップがあるんだなと, 今の大学には｡ あのうさっきからね, べ
つにご意見を封じているわけではないけれど, ちょっと時間のこともあってね, 今日は木曽
先生にぜひとも, 先ほども申し上げたように, 私はうっかり年と思ったけど年, なか
でも学科長を経験されてきた｡ (先生が) いったんうちを離れられてお聞きしたら次の大学
が, 国際交流学部, 何んとも似たような, それにしてもここでの経験として立場上外部者に
なるけども, 当時の内部者として学科の課題みたいな, 問題とか, 内外の目から見て経験さ
れてきた国際経済学科に対する, ご意見なりご助言をね, 物申すとかして下さい｡
木曽いえ, とんでもない｡ あの非常に難しいんですけどね, 今は皆さんのお話を伺っていて,
素晴らしいことだなというふうに, 今もほんとに抽象とそれから具体的な現実とをつなぐ,
あるいは平面的な見方ということそして縦, 立体的で多面的な学習が可能だったとしたら,
これは確かに素晴らしいことだと思いますね｡ 私, 勿論, 今国際交流学部でカラーはかなり
違うんですね｡ どちらも勿論良いところそれぞれあるわけなんですけども｡ やはり, 今のと
ころに移って感じるのはですね, 国際交流学部ということですから社会科学関係の科目と言























すね｡ 厳しくすると, 今のところでは先生怖いと言われるんですね｡ そういうふうに言われ





ルは ｢トライ｣ ですね｡ それもやはり途上国のこれからの挑戦と自分たちの挑戦, これから
の困難に立ち向かうトライという, そういった気概をもっている, たぶん口にはしないんだ
けれども, おそらく多くの学生が持っているんだと思うんですね｡ ここの国際経済学科にか










ですけど, 中途参加の学部長の岡本先生あるいは金先生｡ また, 座談会参加のみなさんから
ご意見とか経験いろいろ｡ 最後に話題にしてほしいといったことがおありでしたら｡
岡本はい, ありがとう｡ 大変感銘深く拝聴いたしました｡ このあと, 折角ですから, 文章に
して起こすんですけどね, それで最後に文章に起こす時に, 木曽先生以外の人も教職の経験
を持っているのだから, 今逆に生徒じゃなくて学生じゃなくて, 教員になってね, やっぱり
教育とは何か, まあいろいろと思うことは多いと思う｡ まあそういうことと, それから特に
国際教育をするってことのね必要性, 困難性とかそういうのを追加的に書いて出していただ
きたいと思いますね｡ 編集上のことは金先生が, たぶん連絡すると思います, 皆さんご協力
のほど, お話しいただいたことプラスアルファを金先生の方に｡ 金先生どうぞ｡
金『経済論集』 の話が岡本先生からあったように, 記念論文集を作成しますので, そして今
回は専門を問わずに幅広く掲載する予定ですので, まずは本ずつの論文を送ってください｡
それにプラスして岡本先生から依頼があったように今日, 話せなかったというようなものが
あったりしたら, 意見を送ってください｡ そういうことで, これからは, 学科開設周年
記念行事に向けて頑張りたいと思います｡ よろしくお願いいたします｡
編集西田勝喜 (経済学部教授)
慶田収 (経済学部教授)
金栄緑 (経済学部准教授, 文責)
――
